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小泊

十三

鰺ヶ沢

深浦

● 大間越

岩木山

弘前

黒石

青森

油川

大畑

野辺地

●
田名部

●浪岡

●
五所川原

弘前藩領

黒石津軽領

秋田藩領

盛岡藩領

×

震度５

明和地震推定震央

震度６

●

今別

図１ 明和津軽地震の推定震央及び推定震度分布
（主に、長谷川成一著『弘前藩』及び、宇佐美龍夫編『日本被害
地震総覧〔改訂増補版〕』・『わが国の歴史地震の震度分布・等震
度線図』をもとに改訂作図）
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黒石
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◆大間越
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凡　例

明和地震推定震度分布

家屋倒壊率 75％以上

家屋倒壊率 65 ～ 74％

家屋倒壊率 35 ～ 44％

家屋倒壊率 25 ～ 34％

81.5％赤田組 78.94％

増館組 76.43％

今別 71.67％

浪岡組

家屋倒壊率 15 ～ 24％

家屋倒壊率 5 ～ 14％

蟹田
24.29％

◆ 別条なし

（主に、長谷川成一著『弘前藩』及び、宇佐美龍夫編『日本被害
地震総覧〔改訂増補版〕』・『わが国の歴史地震の震度分布・等震
度線図』をもとに改訂作図、倒壊率は表１参照）

図２ 明和津軽地震の家屋倒壊率



●

▲
●

●

◆

●

十三

鰺ヶ沢

深浦

弘前

黒石

青森 0.82％

油川

×
震度５

震度６

●

◆

◆

◆
碇ヶ関

◆大間越

◆
野内

●

凡　例

明和地震推定震度分布

死亡率　 2％以上

死亡率　 1 ～ 1.99％

死亡率 0.5 ～ 0.99％

2.08％赤田組 2.16％

増館組 1.88％

今別 0.25％

浪岡組

死亡率 0.5％未満

蟹田
1.75％

◆ 別条なし

（主に、長谷川成一著『弘前藩』及び、宇佐美龍夫編『日本被害
地震総覧〔改訂増補版〕』・『わが国の歴史地震の震度分布・等震
度線図』をもとに改訂作図、倒壊率は表２参照）

図３ 明和津軽地震の死亡率
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盛岡藩領

×

震度５
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震度６

●
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図４ 青森県における特別豪雪地域
（主に、長谷川成一著『弘前藩』及び、宇佐美龍夫編『日本被害
地震総覧〔改訂増補版〕』・『わが国の歴史地震の震度分布・等震
度線図』、『積雪寒冷地域生活支援ユビキタスネット構築検討会
報告書』をもとに改訂作図）

凡　例

明和地震推定震度分布

現在、特別豪雪地帯に

指定されている地域

※現在、青森県においては、特別

豪雪地帯以外の地域は、すべて豪

雪地域に指定されている。
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凡　例

明和地震推定震度分布

家屋焼失率 1.5％以上

家屋焼失率 1 ～ 1.49％

家屋焼失率 0.5 ～ 0.99％

家屋焼失率 0.5％未満

1.79％

赤田組 1.29％

増館組 1.71％

浪岡組

蟹田
2.86％

◆ 別条なし
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7
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14 21
31

95

（17 人）

（本家０人、
　　　借家 19 人）

※組内の数字は焼死者数

（主に、長谷川成一著『弘前藩』及び、宇佐美龍夫編『日本被害
地震総覧〔改訂増補版〕』・『わが国の歴史地震の震度分布・等震
度線図』をもとに改訂作図、表１・２参照）

図５ 明和津軽地震による火災と焼死者
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